
第６３回試験研究成果発表会_果樹（土壌・施肥） 発表概要 
【動画配信期間】 令和８年３月２７日（金）～令和９年１月５日（火） 

【場    所】 YouTube「千葉県公式セミナーチャンネル」 

 

発表１ 成果発表 

温暖化でナシがピンチに！～発芽不良の発生状況と発生要因の解明～ 

果樹研究室   戸谷 智明  

千葉県のナシ産地では、花芽や枝が枯死する発芽不良が、2020 年以降すべての主要産地で確

認されました。発芽不良が発生する原因は、温暖化による気温上昇で樹の耐凍性の獲得が不

十分になり、冬季の低温により花芽や枝が障害を受けたためと推察されました。また、発芽

不良の発生には年次変動があることや、「幸水」で発生程度が重いなど品種間差があることが

明らかになりましたので紹介します 

 

  
 
 
発表２ 成果発表 

ニホンナシの耐凍性と土壌の可給態窒素及び春施肥との関係解明  

土壌環境研究室  永沢 朋子  

ニホンナシの露地栽培において花芽の発芽不良の原因となっている耐凍性の低下と、土壌の可

給態窒素含量や窒素の施肥時期との関係を明らかにする目的で、現地調査及びポット試験を行い

ました。現地圃場において、可給態窒素含量が低い圃場の耐凍性は、可給態窒素含量が高い圃場

と比べて高いことがわかりました。また、ポット試験において、窒素の春施肥は秋施肥に比べて

耐凍性が高くなる傾向にありました。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

発芽不良が発生した枝（左）と正常な枝（右） 

ポット試験の様子 ナシ枝の道管液を採取する様子 



発表３ 成果発表 

春施肥がナシの樹の生育、収量及び果実品質に与える影響 

果樹研究室   籠橋 駿介  

近年の温暖化の影響により、ナシの花芽が枯死するなどの症状が現れる発芽不良が発生してい

ます。発芽不良の対策として、基肥や堆肥の施用時期を秋冬期から春期に変更する「春施肥」が

有効との知見がありますが、千葉県では春施肥はほとんど行われていません。そこで、施肥体系

の春施肥への変更が果実の収量、品質及び樹の生育に及ぼす影響を明らかにしましたので紹介し

ます。 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

発表４ 成果発表 

樹園地土壌の現状と施肥管理の実態～土壌実態調査 10巡目（令和３～６年度）の結果より～ 

土壌環境研究室  宮本 昇  

令和３～６年度に、県内の樹園地 18 地点の土壌調査および土壌管理に関するアンケート調査

を実施し、過去の調査結果との比較から、農耕地土壌の変化を明らかにしました。ナシ園では、

pH が高く、交換性陽イオン含量及び可給態リン酸含量が過剰な地点が多くありました。原因とし

ては、堆肥を長期的に連用していることが考えられます。堆肥に含まれる肥料成分を考慮し、土

壌診断に基づいた適正施肥が必要です。 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

春施肥区と慣行区の収量の比較 慣行の施肥体系から春施肥への変更のイメー

ナシ園の土壌断面（黒ボク土） 調査地点のナシ園 



発表５ 成果発表 

スマートフォンで利用できる千葉県施肥設計支援アプリ「せぴあ」の開発 

 研究マネジメント室  青木 優作  

肥料価格高騰や環境負荷低減への対応として、適切な施肥設計を支援するスマートフォン対応ウ

ェブアプリ「せぴあ」を開発しました。千葉県の施肥基準に基づき、化学肥料や堆肥を含む有機

質資材の肥効率を考慮し、窒素を基準とした最適な施肥量を簡便に計算できます。施肥コストの

計算、複数設計の比較、PDF 形式での保存などの機能を備えています。持続可能な施肥設計を支援

する実践的ツールとして期待される本アプリを紹介します。 

 

  
 

アプリの概要              アプリの結果画面例 

 


